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謹

賀

新

卒

昭

和
六
年
元
旦

蒲

生

信

用

組

合

蒲

生

村

農

會

役

職

員

Ｊ

同

謹謹謹謹
-

賀

一

月賀

―
　
　
　

三

ｌ

・

―

新
　

年

蒲
生
村
家
屋
猊
調
査
委
員

關
　
　

根
　
　

躬

四

月

元

賀月

元

新
　

年

且
澁
　
谷

澁
　
谷

新
　

年

瓦

曾

根

代
表
者

賀
　

新

月
　
元
　
旦

獸
　
醫
　
中

年

知

辰 富

五之

耶助

農

事

電

化

組

合

横
　
川
　
市
　
太
　
郎

Ｉ刄
岩
　

概

゛重

林

ａ右

１

赫
魚
参
瞭
皋
第

八

號

戦

撚

二

翼

吋

削

好

尚

」
ｔ
」
圈

埼
玉
甌
南
埼
玉
郡
蒲

卜
村
瓦
曾
根
一
〇
九
ハ

ノ
ニ

綢
輯
録
發
行
人
　

鈴
　
　

木
　
　

吉
　
　

長

同

嫗
同

郡

同

村

大

字

同
四

一

番

地

印
　

刷
　

人
　

柴
　

本
　

平
　

三
　

郎

卷

頭

言

鈴
　
　

木
　
　
吉
　
　

長

畏

く

も
天

星
　

天
照
大

仰
「
豊

葦
原

の
瑞

穂
國

は
是
我

が
子

孫
の
王

鉈

る

べ
き
地

な

り
、
爾
　

皇

孫
就

い
て

洽

む
べ

し

寳

詐
の

隆
な

る
こ

と
常
に

天
壞
と

共
に
窮

り

な
か

る

づ
し
」

と
宣

は
せ

ら

れ
皇

孫

を
こ

の
國

に
お
降
し

迹

ば

さ

れ
ま
乙

て

か
ら
三

千
年

、
皇

統
逹
稍

と
し

て
世
々

相
つ

ぎ
　

今

上
陛
下

を
以
て
　

第
百

二
十
四

代

に
一
旦
ら

せ
ら

れ
ま

す

。

上

は
億
兆

の
宗

家

に
ま
し

ま
し
　

常
に

仁
愛

の
大
御

心
を
以

て
赤

子

を
慈
し

み
給
ひ

、
下

は
誠

忠
を
旨

と
し
て
　

皇

室

を

崇
敬
し

奉

る
。

宇
大
同

多
乙

と
雖

も
　

わ

が
大

日

本
帝
同

の
如

く
萬
世
一

系

の
聖
天

子

を
囂
く
　

耀

か
し

い
國
體

を
濟
せ

る
も
の
は

全

く
世
界

に
そ
の
比

を
見

る
こ

と

が
出

家
ま
せ

ん

。

此

の
大

御
代
に

生

を
受
け

人

と
な
つ

記
私
共

は

い

か
で

か
旅
心

の
赤

誠
を
以
て
　

皇
恩

の
萬
分

の
一

に
報
ひ

奉

る
の
覺
悟
・
が
な
く
て
　

良

い

も
の
で
せ

う

か
。

（

六
、
二
、
一

）

ち

は
や

ふ

る
紳

の
心

に
か
な

ふ
ら

ん

明
治

大
帝

御
製

’
わ

が
同

民
の
つ

く
す

ま
こ

と
は

Ｉ

。
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お

互

の

幸

羂

の

靫

め

に

Ｍ

膤

蒲
生

信
用
組

合

朝
夕

に
食

ふ
も
の

着
物
す

べ
て
皆

わ

が
日

の

本
の
紳

の
紀
ま

も
の

私
達

の
生
命

が
三

度
々

々
の
食

事
に

よ
っ
て

育
く
ま

れ
て
行

く

や

う
に
私

達
の
幸
羂

は

産
業
組

合
を
利

用
す

る
こ

と
に
よ

っ
て

賞

を
結

ぶ
の
で

あ
り
ま

す
。

言
ひ

か
へ

れ

ば
意

業
組

伜
は
幸

。悦
を

求
む

る
爲
の

食
事
で

あ
り

ま
す

。

産

業
組

今
は
祁

の
心

分
其
の
ま

ゝ
の

相
互
救

済

分
仕

事
と
し
て

ゐ

ま

す

。

共

存

同

塋

を

旗

じ

る

し

ご

モ

ッ

ト

く

ぉ

互

は

組

介

分

利

用

い

貯

金

に

も

！

御

融

遉

に

も

！

？

し

て

築

き

ま

せ

う

、

共

存

同

榮

の

‐
　

‐

‐
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・
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１

時

報

會

計

報

告

（
昭
和
五
年
分
）

支
　
　
　
　

出

一
金
拾
貳
圓
也
　
　
　

時
報
第
一
競
莟
部
印
刷
費

一
分
拾
参
圓
七
拾（

設
　
仝
第
二
號
昔

宇
部
印
刷
費

一
金
拾
五
回
九
拾
頷
　
仝
第
三
號
　
仝

上

一
金
拾
臨
回
九
拾
競
　
仝
第
四
號
　
仝

上

一
金
拾
五
回
九
拾
錢
　
仝
第
五
號
　
仝

上

】
金
拾
乱

回
九
拾
銭
　
仝

第
六
號
　
仝

上

一
金
四
回
拾
頷
　
　
　

寫
筥
版
製
作
費

一
金
壹
川
参
拾
銭
　
　
原
稿
用
紙
六
百
枚
代

合
計
犬
九
拾
四
回
七
拾
八
設

收
　
　
　
　

入

一
金
貳
拾
圖
也
　
　
　
中
野
、
大
熊
兩
氏
御
寄
付

一
金
三
門
心
拾
参
読
　
菠
生
村
貳
の
光
曾
よ
り
御
寄
付

一
介
五
回
拾
貳
頷
　
　
胴
揖
部
荻
島
力
截
負
憺

一
金
六
价
七
圓
四
拾
音
八
　
仝
上
　
鈴
木
店
長
負
擔

合
計
金
九
拾
四
囲
七
拾
八
銭

右
の
蒄
ヽ
で
御
座
い
ま
す

昭
和
六
年
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

蒲

生

村

時

報

編

輯

部

一 一 一 一一

私

の

體

驗

し

た
米

多

収

穫
　

登
　
戸

濱
野

導
三

郎

富
民
協
會
の
十
石
取
に
刺
激
さ
れ
て
私
も
一
ツ
精
一
ぱ
い
の

多
收
穫
を
思
立
ち
村
農
曾
の
荻
島
君

ご
相
談
し
ま
し
た
。

ど
こ

ろ
が
喜
ん
で
賛
成
し
周
到
な

る
設
計
耕
培
ま
で
親
切
丁
嚀
に
指

導
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

叉
大
日
本
人

造
肥
料
曾
祀
の
芹
澤
技
師
が
肥
効
試
験
地
の
設
計

の
爲
に
来
駕
せ
ら
れ
た
の
で
、
計
劃
を
話
し
ま
し
た
ら
喜
ん
で

共
鳴
乙
旦
つ
肥
料
ま
で
提
供
し
て
下

さ
っ
力
の
で
一
屑
力
を
得

で
勇
躍
其
れ
に
着
始
致
し
ま
し
た
も
の
丶
、
中
々
簡
単
に
は
行

か
な
か
っ
た
の
で
す
が
并
深
、
荻
島
兩
氏
が
時
々
見
廻
舂
し
て

下

さ
っ

た
の
で
非
常
に
力
強
く
戚
じ
ま
し
た
。
爾
家
ハ
ケ
月
間

人
知
れ
ず
苫
勞
を
檀
け
て
来
ま
し
た
。
十
一
月
十
八
日
反
當
玄

米
四
石
一
合
を
實
牧
し

た
時
の
私
の
気
持
は
貨
に
何

と
も
云
ひ

知
れ
ぬ
例
ひ
様
の
な
い
嬉
し
さ
を
誠
じ
ま
し
穴
。
こ
の
八
ヶ
月

間
の
経
験
を
皆
様
に
御
佶

へ
し
て
米
多
收
穫
の
御
僣
考
に
供
し

た
い
ざ
思
ひ
ま
す
。

一
、
設
計

ざ
目
標
　
何
事
に
よ
ら
ず
事
を
な
さ
ふ
ご
す
る
に

は
其
の
目
標
を
定
め
る
事
か
必
要
で
あ
り
ま
す
。
其
所
で
富
民

協
曾
で
は
十
石
を
目
標
ご
し
て
ゐ
る
の
で
私
は
今
迄
の
維
験
か

�
玉
劃
‰

ド
ト
・『
レ

レ
Ｅ
匸

糺
匸

よ
匸

ｌ

ｊ

１

！

ら
な
る
べ
く
大
面
積
に
應
用
出
求
る
方
法
で
十
俵

ど
定
め
ま
乙

記
。
以
下
記
す
事
は
此
の
目
標
に
向
つ
て
行
ふ
事
に
つ
い
て
荻

島
君

と
相
談
し

北
設
計
で
あ
り
ま
す
。

二
、
品
　
　

種
　
凡
て
多
牧
穫
を
期
す
る
に
は
耐
肥
性
耐
病

性
の
品
種
に
依
で
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
申
す
迄
も
あ

り
ま
せ
ん
。
依
て
試
験
場
の
成
績

ご
自
作
成
績
と
を
僣
酌
し
て

中
熟
柿
力
を
探
用
す
る
事
に
定

め
村
長
會
探
種
圃
よ
り
純
系
槌

を
求
め
た
の
で
め
り
ま
す
。

一
三

苗
　
　
代
　

昔
か
ら
苗
代
七
分
と
か
牢
作
ど
か
云
は
れ

て
居

る
様
に
苗
の
瓦
否
は
収
量
を
左
右
す

る
最
大
の
要
素
な
の

で
播
和
奎
、
灌
漑
、
排
水
、
肥
料
、
兼
草
拔
取
等
に
特
に
注
意

し
て
健
苗
の
育
成
に
力
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

四
、
本
田
選
定
　
土
地
の
選
定
は
　
一
、
灌
漑
排
水
に
至
便

な

る
事
　
二
、
土
性
瓦
好
に
し
て
豊
壇
な
る
事
　
三
、
耕
土
深

き
事
　
四
。
管
理
に
便
な
る
事
　
五
、
木
蔭
の
出

ぬ
所
の
五
項

目
を

大
裁
の
眼
目
に
し
て
選
定
し
ま
し

た
。
以
上
五
項
目
―
具

備
し
た
處
は
少
く
比
較
的
こ
れ
に
適
合
し
た
齒
姑
跡
地
で
耕
土

八
寸
位
あ
る
自
家
か
ら
一
町
位
の
處
を
い
ら
ん
ガ
の
で
あ
り
升

一
こ



五
、
肥
　
　
料
　
肥
料
設
計
の
良
否
は
最
も
直
接
的
な
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
此
れ
は
充
分
な
る
研
究
を
行
つ
記
の
で
あ
り
ま

す
Ｏ

即
ち
窒
素
は
慈
姑
跡
旋
少
し

も
與
へ
ず
燐
酸
、
加
里
を
多

く
施
す
様
に
肯
酸
性
を
中
和
す

る
爲
に
石
蔬
を
加
へ
て
次
の
様

に
し
把
の
で
あ
り
ま
す
。

石

瀲

日
星
強
過
燐
酸
石
友

大
日
本
化
成
燐
酸
加
里
（

カ
リ
ホ
ウ
こ

硫 藁

酸

六

擇

績
が
よ
い
の
で

は
六
月
一
日

ご

協
會
の
兢
作
田

れ
は
除
草
に
手
間 の 定 四 秧 加

友成 め 月
績 ｀ 十 苗 里
に 其 八 代

二

〇

／

一
五

／

一
Ｏ

Ｘ

三

Ｏ

Ｘ
五
〆

育
成
日
数
四
十
日
以
上
の
も
の

よ

日
に
播
下
し

鉈
の
で
あ
る
故
挿
秋
期

の
方
法
は
試
験
場
の
成
績
又
は
富
民

よ
る
と
小
苗
密
拉
ど
あ
り
ま
す
が
此

が
か
丶
り
大
面
積
に
は
朧
用
出
来
ぬ
故
、
畦

巾

九
寸

株
間

六
寸

に

匸
一
本

宛
夫
婦

橲

と
し

こ
れ
な

れ
ば

九
寸

に

三
寸

に
し
た
一

坪
百

三

十
二

株
と
同

じ
株
數

と
な

る
譯
で
’あ

り

ま
す
Ｏ

七

、
除
　
　

草
　

中

耕

的
除

草
に
重

き
を

を
き
田

打
車
で

Ｉ

回

手
取
二

回
行

つ

た

の
で

あ
ｂ

ま
す

。
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四

―

以

上

が
大

磴
の
設

計
で

あ
６

ま
了

。
而
し
て

遘
定
し

記
田

は

前
年
慈

姑

を
牧
穫

し
て

か
ら
排

水
し
充

分
寒
気

に
咀

露
し
て

風

化
作
用

を
受

け

さ
せ
、
五

月
中

旬
に

夥
草

を
抜
取

深
く
耕

し
石

奈
を

撒
布
し

て
均
不

に
し

五

月
下

旬

更

に
耕
し

肥

料
全
部

を
旆

し
ま
し

た
。

而
し

て
六

月
一
日

植
代

を
掻

き
荻
島
君

と
一
所

に
。

田

植

を
致
し

ま
乙

記
。

其

か
ら
設
計

通
？
９
作
業

を
行

ひ
毎
日

毎

日
見

廻
り

灌
漑
排

水

に
努

め
鉈
の
で

あ

り
ま
す
。

然

し
て
吮

候

順

調

に
恵

ま

れ
九

月
五

日

に
ぞ
ろ
つ

と
一

斉

に
出

穂

を
見

ま

し

鉈
。
而

し

て

大
暑

及
二

百
十

日
の
両

度
の

生
育

も
調

査
も
芹
澤

荻

島
兩
氏

立

曾
の
上

草
丈
四
尺

Ｅ
寸

八
分

、
二

株
莖
數
二

十
一

本

、
穂

丈
六
寸

八
分
七

厘

の
成
績

を
見

ま
し

九
。
而

し
て

十
一

月
五
日

全
部
刈

取

り
硲

架

に
掛
け
十

一

月
十
日

扱
落
し
莚
千

三

日

間
干
籾

七
石
四

斗
九

兪
十
一

月
十

八

日

籾
摺
を
行

つ
鉈
所
丁

度
反

當
四
石

一
合

目
標

の
十
悵

に
漸

く
し
て

到
逹

致
し
ま

し
記

右

は
私
の

僥
幸

に
し
て

得
た
十
俵

取

の
記

録
を
作
つ

鉈
経
験

の
大
體

で
あ

り
ま

す
が

、
此

れ
を
し

て
將

來
皆
様

の
多
収

穫

の

參
考

と
な

ら

ば
幸
甚
で

あ
り

ま
す
。

末
筆

な

が
ら

芹
澤

、・
荻

島

兩
氏

の
多

大
な

る
御
後

援
を
威

謝
致
し

ま
す

。

Til

通

學

道

路

の

敷

設

ヤ

望

む
　
十
・
作
ヨ

小
關

右
馬
三

子

を
持
つ

親

と
し
て
明

暮

其
の
子

の
無

事
息
災

を
願

は

ぬ
者

は

な

い
。

漸
く
翠

校

に
逎

ふ
や
う

に

な
れ
ば
其

の
上

に
畢
業

成
績

も
操

行

も
人

並
以

上
に

な

れ
か
し

’、』
、
出
て

行

く
後
姿

を
見

跛

ｂ

な

が
ら

も
浙

る
の

が
親

の
真
情
で

あ

る
。

然

る
に
近
化

の

進

歩
に
っ

れ
て

交
通

遯
楡

の
ユ

ピ
ー

ト
時
代

ざ
な
り
逍
行

く

に
者

大
な

る
恐

慌
時
代

ご
な
っ

た
。

大
人
で

さ
へ
も

う
か
う

か
と
往

き
家
出

來
な

い
時
代

ざ
な
っ

た
。

況
し

て
両
側

に
用
氣

堀

を
ひ

か
へ
た

逍
を
朝

夕
通

ふ
兒

童
の
危

險
は

日
日

に

増
加
す

る

の
も

と
思

は

れ
る
。

毎
日

毎
朝
「

自
動
車

に
氣

を
つ
け
て

行

け

よ
」

と
我

が
子
の
萬
一

と
慮

っ
て

注
意

せ
９

親
は

Ｉ
人

も

な
か
ら

う

此

の
間
用

水
堀

に
飛

び
込

ん
だ
自
動

車

の
逖
轉

手
が
「

あ

ぶ
な

か
っ

た
子

供

を
よ
け

損
じ
て

此

の
失
敗

を
」

ど
い
っ

て

ゐ
た
。

何

れ
に
し

て
も

通
學
兄
・
壑
の

危
険

は
日

日

に
増
加
す

る
も
の

ど

思
は

な
け

れ

ば
な

る
ま

い
。

此

の
際
兄

量
を

持
つ
父

兄

の

お
圜

と
し
て
通

學

道
路
の

敷
設

を
熱

望
す

る
次
佶

で
あ

り
ま
す

。
村

営
局

並
に
有

志
各

位

の

御

配

慮

を
煩

は
し

た
い

ど
切

望
す

る

次
第

冫

の
り
ま

す
。

こ
れ

が

敷
設

に
あ
た
っ

て

は
幸

に

も
現

在
國

迸
の

東
側

に
適

當
の

小
道

が
あ
る
。

こ

れ
を
整

理
さ

れ
る

な
ら

ば
容
易

に
賞
現

さ
れ

る
も
の

と
思

ふ
。

重
て
村

営
局

並

に
有

志
各

位

の
御

配
瓧

を

御
願
す

る
次

第
で

あ
り
ま

す
１０（

五

、
一
二

、
稿

）

談
　

話
　

室

去

る
十
二
月
廿
六
日
本
村

消
防
組
で
は
黏
複
式
を
舉
行
席
上
越

ヶ
谷
署
長
よ
り
成
績
良
好
な
心
と
の
講
評
を
受
け
ま
し
た
。

◇

昨
年
度
の
米
收
穫
高
は
調
査
員
方
に
御
骨
折
を
願
っ
て
調
べ
た

Ｉ

！

Ｉ

Ｆ

結
果
左
の
疆
７
９
で
あ
り
ま
す
。

粳
五
千
二
百
四

十
一
石

。
糯
八
百
拾
石
で
前
年
收
穫
高
三
千
九

百
三
拾
四
石

に
比
し
て
二
千
百
拾
七
石
の
大
坿
收
を
見
ま
し
た

然
し
御
承
知
の
如
く
米
價
は
釣
瓶
落
乙
の
惨
落
で
あ
り
ま
し
た

爲
之
を
金
額
に
換
算
す
れ
ば
拾
瓷
萬
五
千
六
百
九
拾
四
回

ど
な

ｂ
前
年
に
比
乙
却
つ
て
八
千
四
百
僣
壹
圓
の
減
額
ご
な
り
ま
す

万

五
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因

に
作
付

反
別

は
粳

が
二
百

五
十
町
四

反

歩
、

糯
四

十
五
町

五

反

歩
合
計
二

百

九
十
町

九
反

歩

に
し

て
一

昨
年

よ
り
六

町
九

反

歩

の
減
少

で
あ

り
ま

し
記

。

◇
　

ド

年
末

多
忙

の
た

め
月
‘掛
貯
命

の
集

金
も
怠

り
遲

れ
勝
ち

に
な

り

ま
し

て
中

に
は

Ｉ
兩

月
不

參
し

夊
向

も

あ
り
ま
し

鉈
。

誌
上

を

以

て

御
詫

び
致
し

湊
す

。
。
（
信

用

組
合

貯
金

係
）

◇

下

組
貯
蓄
會

で

は
貯
蓄

奬
励

委
員
澁

谷
辰
五

郎

氏
外
有

志
方

の

御
骨

折
で
同

道
改

修
工
事

に
件

ふ
準

備

と
し
て
新

に
定

額
貯

金

を
開

始

さ
れ
ま
し

梵
。
同

組
の

一

月
十
五

日
現
在

貯
金

高
は

金

六
百

卅
五

回
四

銭

と
な
り
ま
し

た

。

◇

一
月

十
日

目
出
度

入
營

さ

れ
た
本
村

出
身

軍
人

の
所
屬

部
隊

は

左

の
通
ｂ

で
あ

り
ま
す

。

歩
兵

第
三
聯

隊
七
の

Ｉ（
東

京

庭
布
）
　
　
　

鈴
木

新
太

郎
君

野

戦
重
砲

兵

第
四
聯

隊
一
の
二
♀
葉

縣
四

ッ

街
道
）
中

野
藤
吉

君

夕
　
　
　
　
　
　

上

一

の
四

夕

上
）
　
　
　

淺
見
　

潔

二
君

、
歩

兵

第
三

聯

隊
一

の
三
（
東

京
嶌

布
）
　
　
　

横
山

徳
太

郎
君

夕
　
　
　

上
機
闘

銃

隊
　
　
　
　
　
　
　
　

山

崎
　

喜
一
君

教

化

彙

報
-

［
ｔ
］青

訓

査

閲
　

昨
年

十
二

月
十
五
日

本

村
小
學

校
庭

に
蒲

生
川
柳

大
相
模

の
三
訓

練
所

の
査
閲

行
は

る
。
査
閹

官
加

納
少

佐
並

に
大
津

新
禧
學

。

成
績

何
れ

も
良
好
。

但
川

柳
大
相

模

に

比
し

本
村
出

席
小

敷
な

る
は
甚

だ
泣

倣

ざ
す

。
而
し
て

當

日
成

績

優

良
に
し
て

加

納
少

佐
よ
ｙ
９
表
彰
せ

ら

れ
し

も
の
左
の

如
し

株
竹
茂

雄
　

森
田

喜

平
　

坤
野

健
馘

（
ｔ
い御

筥
影
奉
戴

記

念
弍
　
　

激

育
勅
語

渙
發
四

十
周
年

記

念
敬

考
會

並
に
大

根
牢

坪
競

作
品
評
會

。

十
二

月
十
八

日
蒲
生

小
學

校

に
於
て

開
催
。
午

前
十

時
先

づ
　

御
影

奉
戴

記
念
式
単

行
。

續

い
て
品
評
會

審

査
長
關

農
林

技
師

の
審

査
報
告

あ
り
て
賞

耿

賞

品
の
授

與

あ
り
。

次
に
金
井

塚
校

長
弍
胼

、

並
挨
拶

、
来
賓

中

野
村
議

の
貎
辭

等

あ
り
て
式

を
絡
Ｅ９
．
正

午
よ

り
出

席
老

人

並

に
来
賓

に
對
し

女
教

師

並
に
高

等
科
女
児

の

手

に
て
調

製
の

ひ

る

め
し

を
供
し

、
除

興
に

う
つ
６
兄

童

の
唱
歌
舞

踊

並
に
關

根

躬
知
先

生
０
．
落
語

あ
り

。
甘
酒

を

．ｊ
丶

め
紅

白
の
御

供
鉗
の

ひ

き

も
の
あ
り

て
記
念

撮
影

の
上

敬
老
會

を

終
」９
た

り
。

品

評
會

の
出
品

者
百

十
五
人

。
大

根
三
百
四

十
五

個
。

開
技

帥

審

査
報

告
は
極

め
て

教
育

的
に
し

て

將
來
の

産
業
俘

發
に
裨

益

す

る

可

』
ろ

甚

大

な

る

を

思

は

し

め

記

り

。

な

ほ

東

京

日

日

新

聞

祚

は

特

に

秋

庭

記

者

を
出

張

せ

し

め

一

等

森

田

山
繁

君

を

撮

影

翌

日

の

釈

上

に

か

丶

げ

ら

れ

鉈

り

。

Ａ

招

待

せ

し

高

齢

者
（
�

は

出

席
　

○

は

代

理

出

席

）

（

登

）
　
△

内

海
　

よ

し
（

九

二

才

）
　
　

吉

渫

康

太

郎
（

八

九

才

）

�

植

竹
　

や

す
（

八

四

才

）
　
�

濱

野
　

ぎ

り
（

八

二

才

）

（

蒻

）
　
　

澁

谷
　

と

の

乙
八

三

才

）
　
�
・
中

尼
　

り

う
（

八

二

才

）

憊

咼
山
　

あ
ぐ
（

八

二

才

）
　
　

中

野
　

な

か
（

八

）
才

）

中

野
　

藤

吉
（

八

〇

才

）
　
�

中

野

淺

次

郎
（

八

〇

才

）

鈴

木

留

五

郎
（

八

〇

才

）
　
�

金

子
　

や

を
（
七

九

才

）

高

橋
　

か

く
（

七

八

才

）
　
　

田

中
　

ひ

で
（

七

七

才

）

�

淺

井
　

く

に
（

七

七

才

）
　
�

中

野
　

寅

城
（

七

七

才

）

（

瓦

）
　
�

森

田
　

い

ち
（

八

四

才

）
　（
ｔ
）海

老

原

初

太
郎
（

全

才

）

（
ｔ
）
中

野
　

ま

き
（

八

二

才

）
　
�

細

沼
　

む

め
（

七

八

才

）

�

中

村
　

さ
く
（

七

八

才

）
　
　

態

ヶ

谷

や

う
（

七

七

才

）

＠

山

崎
　

ま

つ
（

八

〇

才

）
　
○

開

根
　

よ

し
（

七

九

才

）

▲
品

評

會

受

賞

者
　
（

四

等
以

下

略

）

一

等
　

森

田

正

繁
　
　

二

等
　

中

野

す

い
　

綿

谷

雅
子

三

等
　

大

態

公

平
　

濱

野

壽

憲

治
　

高

橋

朗
子
　

加

藤

重

吉

澁

谷

み

つ

江

○

十
二

月
廿

五
日

高
等

科
兒
・重
十
八
名

は

令
井

塚

校
長

に
引

率

せ

ら

れ
越

ヶ
谷
試

驗
場

を
參

觀

○

入

茴
Ｅ（

迭
別
會
　

一

月
一

目
青

年
団

に
て

開

催

勁

牡

髫

勹

づ
門

戸

奥

に
呂

催
　
　

一
一

お
に
に
Ｊ
Ｊ

Ｊ

ぺ

張
　

一
月
三

日

よ
り

仝
九
日

ま
で
長

野
縣
下

學

ご

事
覗
察
の
た
め

◇

東

京
日
日
新

聞
よ

り
　

大
根
競

作

品
評
會

一
等
受
賞

者

へ
優

勝

メ
タ

声
壹

個

◇

金
井
塚

亀
減

氏
よ
ｙ
９
仝

上
賞
品

と
し
て
　

鐵
製

七

輪
壹

個

大

バ
ケ
ッ
ニ

個
　

柄

杓
五
本
　

餅
網

二
十

個
　

亀

の
子

タ
ワ

シ

ハ

十
七

個

◇

蒲
生
村

時
報

發
行
費

の
内

へ
蒲

生
村
家

の
光

曾

よ
り
金

式
圓

廿
參

銭

◇
仝

上

蒲
生
辰
塋

曾

よ
り

令
四

回
拾

參

缺

◇
蒲

生
村

肯
善
曾

羔
‥
種

金
の
内

へ

浅
見
英

藏
氏
よ

り

金
六
十

頷

◇

仝

上
鈴
木

吉
長
氏

よ

り
金
五

十
競

◇
仝

上
萩

島
力

馘
氏
よ

り
金

五
十
頷

◇
青

年
團

へ
鈴
木

吉
長

よ
り
通

學
道

路
敷

地
測
量

用
と
し

て
杭

二
百

本

―

・‐

七
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一
　

讀
　
　

者
　
　

欄
　

一
　
投
稿
款
迎
り
‥

◇
時
報
の
新
年
號
は
實
に
ょ
く
出
来
力
、
絢
毆
的
に
見
て
批
判

す
べ
き
處
は
な
い
。
村
民
雑
誌

ご
し
て
の
時
報
が
號
を
沮
ふ
で

良
く
な
る
の
は
何
よ
り
嬉
し

い
事
だ
。（

乗
組
中
野
基

匸

◇
新
年
號
か
ら
本
欄
を
設
け
て
私
共
に
解
放
し
て
下
さ
っ

た
事

を
戚
謝
す
る
。
こ
れ
か
ら
俣

も
ざ
し

く

投
稿
し

ま
す
。
（
瓦

一
青
年
）

◇
私
は
時
服
に
戚
派

の
一
尺
で
あ
り
ま
す
私
共
は
時
世
に
よ
っ

て
の
み
村
の
耿
勢
を
知
る
甫
か

川
豕

る
の
で
す
。
汝
菠
生
村
時

報
よ
冀
く
は
健
在
鉈
れ
二

村
民

）

◇
本
誌
も
来
る
四
月
で
硲
一
川
年
を
迎
へ
る
の
だ
。
其
の
間
村

民
方
の
御
同
情
に
よ
っ
て
大
迦
な
く
や
っ
て
參
り
ま
し
た
も
の

丶
何
時
も
皆
樣
の
御
川
待
に
副
ひ
か
ね
る
事
を
恥
入
っ
て
ゐ
ま

す
。
ど
う
ぞ
一
層
御
叱
正
下
い
ま
し
て
村
民
雑
誌
と
し
て
の
指

命
を
果
さ
し
て
下
さ
い
ま
せ
。

肯
紙
面
の
都
合
で
俳
壇
を
次
號

に
廻
し
ま
し
記
事
を
お
詫
び
し

ま
す
。
（
編
輯
村
曉
村
）

！

う

１

� � �� - - 丶
一 一 一

貯

金
jL

樣
・
組

合

へ

皿
四
蒲
生
信
用
組
合

雄
合
長
清

村

善

蔵

Ａ
営
座
貯

金
…
…
…
…
日

歩
一
銭
二
厘

▲
据
置
貯

金
…
…
…
…
日
歩
一
銭
四
厘

▲
定
期
貯
金
…
…
…
…
年

利

六

分

一 一 一 …

蒲
太
々

第

九

號

昭

和
六

年
一
。一
月

十
八
日

印

刷
納

木

「

冂

よ
白

則
。一

昭

和

六
年
三
月

二
十
万

日

發
　

行

一
ト

ー
レ

レ
ド

ー

埼

玉

痍
南
埼

玉
郡
蒲

心

村
瓦
曾
祖
一
兄
（

ノ
こ

≒�

刷賑翁

Ａリ

� 々

罔 伴

-l一ｙk

｜　 長

一一一一--==�
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齷　　 奉

誕 降 御 下 殿 王 親 内

日七月三乍六和昭

卷

頭

言

鈴
　
　
木
　
　

吉
　
　
長

戰

同

時
代
に

小
身

か
ら
起
っ

て
中

國
一
間

？
折

り
從

へ
た
毛

利
元

説

と

い
ふ
豪

い
大

将
が

あ
り

ま

し
た
。

山
陰

財
陽

は
悉

く
自
分

の
平

に
入

れ
ま
し
力

が
、

九
州

四
回

を
始

め
と
し
て
東

方
の

諾
國

に
は
郡

雄

が
雲

の
如

く
割

擂

し
て

天
下

の
形
勢

は
災

観

鈩
許

し
Ｉよ
サ

ん
で
し

勁
。
而

も
自

分

は
乍
老

へ
て
病

床

に
横

は
る
身

亠
な

う
ま
し

た
の
で

、
或

る
日
三

人
の
子

供
達

↑ぞ
枕
退

に
呼

び
当

廿
ま

し

鉈
。

元

就

は
三
人

の
兄
弟

に
向
っ

で

各
一
本

の
矢

を
渡
し

そ

れ
分
折
っ

て
見
よ

と
冐
ひ
ま

し

た
。
三

本
の
矢

は
苦

も
な

く

巳
シ
／
～

と
折

れ
ま
し

た
。
次

に
乂

立

二
本

の
矢

を
出

し
今
度

は
三

本
一

し
よ
に

結

び
つ

け
て

折
っ
て

見
よ

亠
巾
し

ま
し

た
。
三

人
は

代

る
／

、’
そ

の
矢

を
折

ろ

う
亠
試

み

ま
し
た

が
遑

に
折

る
事

が
出
来

ま
せ

ん
で

し
力

。
一

本
の

矢
は

折

れ
て

も
三

本
の
矢

は
折

る

事
が
出

水
な

い
の
で

す

。

互

に
力

鈩
協

せ

る
と
小
ひ

な
力
で

も
財
り

難

い
大

き
な
力

と
な

る

も
の
で
す

。
信
川

組

今
は
多

く
の
人

辻

が
集
っ
て

資
金

鈩
出
し
（

‥
以
、ノ

で
し

て

お
互

が
不

幸

に
陷

っ
力

ご
き
、

乂
は
職

業
上

の
盍

本
に
不

足
を
生

じ
F
j
 
4
.
'
｡

ｎ

、

此
所

Ｊ
ら
灸

金

分
供
給
し
て

稍

斤
救
済

七
致
し
三

す

。
十
頷

二
十
殼

の
零
糾

な
貯

訃
。も
十
�

、

二
十
闘

の
少
額

の
川

資

も
額

れ
ば
生
活

を
文

い
産
災

曾
典
す

偉

大
な

力

と
な

り
攴

す
。

皿

に
助

け（
‥
ム
事

が
仁
用

組
『
‥
の
理

想
で

』ゐ
り
圭

す
！

お

互

は

お
互

の

爲

に

信

用

組

合

を

助

け

育

て

ゝ
行

か

ね

ば
な

り

ま

廿
・
ん
！

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
六
、
三
、
六
産
火
組
合
乱
念
日
）
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